
第２回里山シンポジウムへの貴団体の協賛のお願い 
主催者 里山シンポジウム実行委員会 代表 金親博榮 
 

今年も、標題のイベントを開きますので、貴団体（法人）による協賛をお願い致します。 
 
全 体 の テ ー マ                「 里 山 に 託 す 私 た ち の 未 来 」 
《 今 年 の サ ブ テ ー マ 》      [ 里 山 と 子 供 た ち 達 ] 
        ＜  先 人 の 豊 か な 経 験 を 子 供 た ち と そ の 親 に 伝 え 、 

                              美 し い 里 山 を 取 り 戻 し て 次 の 世 代 に 渡 し ま し ょ う  ＞ 

 
【本会の基本理念と目的】 
 古来より日本の国土を保全し、人の手によって維持管理されてきた里山が、いま様々な原因により、荒廃の一途
にあります。 
  国民にとって親しまれ，近年急速に全国から消滅しつつある豊かなであった里山を、里山林と田んぼを、一体の
環境として、保全し再生していく事。また生き物たちと共生する場として、日本の文化や教育、子育て等が支援で
きる仕組みを再構築することが緊急の課題となっています。 
  その目的を果たすため、現代の化学的で人工的環境を肥大化させてしまった文化や都市を機軸とした文明を、生
態学的な自然的環境を大切にする文化、さらには生き物の力を機軸とする文明へと、枠組みの方向転が必要となっ
ています。 
 そのため、これまで様々な取り組みが、ばらばらに展開されてきた、都市と対峙した概念である里山空間を"
里山環境"という、一体的なフィールドとして捉えなおします。 
 取り組み方としては、整備・開発・保全を基本とした姿勢から維持・管理や利用・循環を大切にした"ワイズユ
ース"を基本とする姿勢へと改めることがポイントとなってきています。 
 里山シンポジウム実行委員会の目指すことは、このワイズユースという概念で、里山空間に接するための、 
(1) 啓蒙、研究、調査、データベース構築などを、市民が立ち上げていく事で、里山林と田んぼを主体とした里山
環境を保全し創設していく事。これらを、会員の協力を基盤に，千葉県下や日本各地の諸機関と連帯しながら、
推進していく事。 

(2) 具体的な施策の方向性を、里山及び周辺環境を保全するために、最適な方法は何かを市民を主体として、里山
に関わる地権者、行政や大学の各研究室の皆様等とも連携し、積極的に行政や関係先に提案や提言をしていく事。 

(3) 参加されるボランティアの方々と、行政や大学、研究機関等々の協働作業の過程等での相互研鑚・学習の場と
して位置付ける。この場では、地域ごとの、重要なメンバーを育て、本来の地域社会の再生を担う有能な人材と
なるよう、行動する事とします。 

(4)  同時にそれぞれの所属する地域での里山環境を、現場での実践活動（フイールドワーク）として大切にし、
慈しみ、保全し、創世する活動を率先して行います 

 
【広報・教育・実務活動】 
(1) 『里山シンポジウム』開催 
  昨年５月１８日、千葉県主催の里山フエステイバルの一環として『里山シンポジウム』を上総アカデミアパー
クにて、開催しました。この事業は、2003年に同地にて開催された、第54回全国植樹祭と、千葉県里山条例の
施行を記念する１周年のイベントです。 
 本年度も我孫子市にて、５月 21日を中央大会とする第２回「里山シンポジウム」を開催します。 
 

(2) 今年度の里山シンポジウムの実行計画 
第２回の今年は、昨年同様の分科会方式による、少人数による討論と体験を、会場、日程を分散して開きます。
４月から５月にわたる「里山月間」の間に、１４の分科会が、１日ないし２日の間に、各々が単独、または連携を
取って、開催地域に最もふさわしい課題を、五月雨式に開催して、参加しやすいものとするよう、計画を練ってお
ります。 



 開催順No. 分科会名前   会場市町村 代表者   分科会開催日時   特記事項                       
 １、  森林・林業分科会   東金市  稗田忠弘      ４月３０日（土）  1,2共同開催 
２、  竹分科会       東金市   田代武男   ４月３０日（土）  1,2共同開催 
３、  稲作・水田分科会   茂原市  渡邉英二   ４月２３日（土）  1回目3,4共同開催 
４、  生物・ビオトープ   茂原市  田中正彦   ４月２３日（土）  １回目3,4共同開催 

     (及び自然観察会)     千葉市         ５月１日（日）    2回目 3,4共同開催 
５、  教育・学習分科会   千葉市  上善峰男   ４月２９日（土）  １回目 
   (及びシンポジウム)      千葉市          ５月７日（日）   ２回目 
６、  芸術         千葉市  宮村賢治   ５月５日（土）   6,7共同開催 
７、  医療・福祉分科会   千葉市  横田耕明   ５月５日（土）   6,7共同開催 

８、  食分科会       鴨川市  遠藤陽子   ５月１５日（土） 
９、  観光分科会      我孫子市 横山武      ５月２１日（土）   9~14 教室別開催 
１０、 子どもの健康分科会  我孫子市 井村弘子   ５月２１日（土）  9~14 教室別開催 
 １１、 政策分科会       我孫子市 小西由希子  ５月２１日（土）  9~14 教室別開催 
 １２、 文化・伝統分科会    我孫子市 加藤賢三   ５月２１日（土）  9~14 教室別開催 

 １３、 水循環分科会      我孫子市 荒尾繁志   ５月２１日（土）  9~14 教室別開催  
 １４、 野生動物分科会     我孫子市 中野真樹子  ５月２１日（土）  9~14 教室別開催 
   
 ● 分科会の報告と総括の全体会 我孫子市        ５月２１日（土）            
 ゲストスピーカー、堂本千葉県知事などによるパネルディスカッション等 

 
● ６月以降、各分科会が中心となって、引き続き各地での小規模な現地観察会等のイベントが計画されてい
ます（詳細等は、分かり次第HP等へ掲載します） 

   ① 16/20-21 食分科会／丸山町にてシンポジウム開催いたします 
 
(3) メーリングリスト及びＨＰ運用 
 会員を中心に，里山及び周辺環境に関心がある方に参加していただき，それぞれの問題点と各地の里山及び周

辺環境についての情報交換，啓発，学習，議論等の場として活用されています 

 
【本会への協賛のお願い】 
  里山の活性化、振興のため、以上の様な内容の「第２回里山シンポジウム」開きます。つきましては、県内
外の、幅広い里山に関連する活動団体の協賛、賛同を得て、今後の運動が、ますます広がる者となるよう願っ

ております。 

 
【本会への協賛の条件】 
 私たちの行動に賛同し、本イベントの開催に、ご協力下さる事。 

 

  以上の通りですので、よろしく協賛下さるよう、お願い致します。 

 
お問い合わせ先／資料ご請求先 
 里山シンポジウム実行委員会事務局長 荒尾 稔  
 tmlarao@tml.co.jp 

 http://www.jgoose.jp/satochiba 


